
史
料

石
垣
原
の
戦
闘
（
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
郷
土
戦
史
の
研
究
」
昭
和
二
・
十
一
・
十
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帝
国
在
郷
軍
入
会
大
分
支
部
編

三
、
石
塩
原
第
二
会
戦

　
黒
田
軍
第
二
陣
の
将
久
野
治
左
衛
門
は
、
時
に
年
十
九
歳
で
あ
っ
た
。
友
軍
の
第
一
陣
の
敗
退
す
る
の
を
見

て
大
い
に
憤
慨
し
、
第
一
陣
に
続
い
て
追
撃
中
の
吉
弘
統
幸
の
軍
を
逆
襲
せ
ん
と
す
。
こ
れ
を
見
て
大
友
の
第

二
陣
宗
像
鎮
次
は
部
下
五
百
余
騎
を
以
て
こ
の
戦
闘
に
加
入
し
、
こ
こ
に
両
軍
の
大
混
戦
が
始
ま
っ
た
。

久
野
治
左
衛
門
は
身
を
挺
し
て
敵
陣
に
突
入
せ
ん
と
す
る
の
で
曽
我
部
五
右
衛
門
は
こ
れ
を
制
し
て
、
「
今
や

敵
が
勝
ち
に
乗
じ
て
居
る
時
で
あ
る
か
ら
、
暫
ら
く
守
勢
に
立
ち
敵
の
疲
れ
る
の
を
待
っ
て
攻
勢
に
転
ず
べ
し
」

と
言
っ
た
。
け
れ
ど
も
久
野
は
こ
れ
を
聴
か
ず
し
て
跳
り
出
た
の
で
、
曽
我
部
も
続
い
て
大
友
の
兵
の
中
に
突

入
し
た
。

　
久
野
治
左
衛
門
は
敵
十
七
人
を
発
し
た
。
十
八
人
目
に
宗
像
鎮
次
を
発
し
た
が
、
鎮
次
の
部
下
の
為
に
討
た

れ
、
そ
の
部
下
の
大
部
戦
死
し
た
。
曽
我
部
五
右
衛
門
も
奮
戦
の
後
都
甲
兵
部
と
差
し
違
え
て
死
ん
だ
Ｏ
か
く

し
て
両
将
の
戦
死
は
黒
田
軍
の
第
二
陣
を
大
混
乱
に
陥
し
入
れ
た
。

　
如
水
方
竹
中
伊
豆
守
の
士
大
将
に
久
野
治
左
衛
門
と
云
者
一
軍
し
て
諸
人
に
目
を
覚
さ
せ
ん
と
、
七
百
余
騎

　
鶴
見
原
に
打
て
出
る
。
宗
之
に
渡
り
合
散
々
に
攻
戦
。
然
る
に
治
左
衛
門
は
馬
口
強
く
し
て
宗
之
が
陣
に
駈
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入
け
る
を
、
木
部
左
助
渡
り
合
て
取
て
押
へ
首
掻
落
し
云
々
。
〔
増
補
大
友
興
廃
記
中
速
見
郡
真
玉
庄
住
士

田
北
弥
太
郎
説
〕

于
‘
特
黒
田
之
二
陣
久
野
治
左
衛
門
慎
二
陣
敗
走
・
忽
馳
二
向
于
大
友
二
陣
・
血
戦
及
二
数
則
之
處
難
い
成

負
色
・
久
野
聊
不
｀
’
退
』
深
切
二
人
于
敵
陣
一
計
二
取
数
人
一
之
後
被
い
取
二
籍
於
大
勢
・
遂
戦
死
生
年
十
九
歳

也
曽
我
部
亦
切
二
人
敵
陣
一
昇
二
宗
像
掃
部
・
指
違
畢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
大
宰
管
内
志
〕

曽
我
部
功
者
な
る
故
、
如
水
軒
よ
り
久
野
が
後
見
と
し
て
指
添
ら
れ
け
る
が
、
久
野
が
深
人
す
る
を
見
て
危

し
泡
制
し
け
れ
ど
も
聞
人
ず
し
て
討
死
す
。
是
に
因
て
曽
我
部
や
む
こ
と
を
得
ず
し
て
久
野
と
一
所
に
討
死

せ
り
。
久
野
が
討
死
の
時
、
家
人
と
も
其
左
右
に
在
て
戦
ひ
し
が
六
人
の
者
皆
一
所
に
討
れ
ぬ
。
何
れ
も
三

十
に
足
り
ぬ
若
武
者
な
り
し
と
な
り
。
云
々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
本
九
州
記
〕

　
実
相
寺
山
の
南
の
突
角
に
あ
っ
た
予
備
隊
は
、
第
二
陣
の
危
き
を
見
、
山
を
下
っ
て
こ
の
戦
闘
に
参
加
し
た

け
れ
ど
も
、
是
亦
大
な
る
損
害
を
受
け
戦
勢
を
挽
回
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
旧
位
置
に
に
後
退
し
辛
う
じ
て
実

相
寺
山
を
保
持
し
て
い
る
。

　
今
や
黒
田
軍
は
第
一
、
第
二
陣
共
に
潰
え
、
予
備
隊
も
亦
一
旦
戦
線
に
加
入
し
た
が
、
こ
れ
も
ま
た
撃
破
せ

ら
れ
辛
じ
て
実
相
寺
山
を
保
持
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
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大
友
軍
の
将
吉
弘
統
幸
は
、
一
時
現
在
地
に
於
て
隊
伍
の
整
頓
を
図
り
な
が
ら
、
爾
後
の
攻
撃
を
準
備
中
で

あ
る
。

四
、
石
垣
原
第
三
会
戦

　
大
友
義
統
は
立
石
か
ら
こ
の
状
況
を
見
て
、
統
幸
に
現
在
地
を
撤
退
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
が
、
統
幸
は
最

初
か
ら
戦
死
を
覚
悟
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
命
に
従
わ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
義
統
は
吉
弘
を
討
た
す
な
と
て

救
援
の
為
に
そ
の
毫
下
か
ら
四
、
五
百
人
を
増
派
し
た
。

　
こ
れ
よ
り
先
、
黒
田
軍
の
主
将
井
上
九
郎
右
衛
門
は
野
村
市
右
衛
門
、
後
藤
左
門
と
共
に
そ
の
主
力
を
角
殿

山
の
北
側
に
置
き
、
自
ら
山
上
に
於
て
大
勢
を
見
て
い
た
。
第
一
、
第
二
陣
共
に
破
ら
れ
松
井
、
有
吉
の
部
隊

も
破
ら
れ
る
の
を
見
て
い
な
が
ら
、
な
お
冷
静
に
戦
機
の
熟
す
る
の
を
待
っ
て
い
た
。
今
や
大
友
軍
は
石
垣
原

の
芝
生
に
座
っ
て
扇
を
使
っ
て
息
を
つ
い
て
い
る
の
を
見
て
、
機
到
れ
り
と
な
し
、
部
下
に
下
馬
を
命
じ
攻
撃

前
進
に
移
っ
た
。

　
大
友
方
は
芝
生
に
座
し
て
扇
を
遣
ひ
休
み
い
た
り
。
井
上
是
を
見
て
味
方
の
勢
を
招
き
よ
せ
、
兵
共
に
下
知

し
け
る
は
、
余
の
敵
に
て
候
は
ば
、
馬
に
て
馳
散
す
べ
け
れ
共
、
此
者
共
は
今
日
討
死
と
思
立
、
屈
強
の
物
馴

れ
た
る
老
巧
の
者
共
な
れ
ば
暫
く
敗
り
難
し
。
皆
々
馬
よ
り
下
り
立
、
鑓
の
端
金
の
抜
け
る
ほ
ど
戦
へ
よ
と
下

知
し
け
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
増
補
大
友
興
廃
記
〕

井
上
九
郎
右
衛
門
は
全
兵
力
を
三
分
し
自
ら
正
面
の
軍
を
指
揮
し
、
野
村
市
右
衛
門
は
西
方
よ
り
後
藤
太
郎
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助
は
背
後
に
迂
回
し
て
大
友
軍
を
包
囲
す
る
如
く
前
進
す
れ
ば
、
大
友
軍
も
ま
た
三
分
し
て
こ
れ
に
当
た
る
。

戦
闘
は
先
ず
中
央
の
井
上
の
陣
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
大
友
軍
の
最
前
線
は
撃
破
せ
ら
れ
て
後
退
す
る
。

　
井
上
こ
れ
を
見
て
唯
今
敗
退
す
る
は
こ
の
頃
頃
に
集
ま
り
し
烏
合
の
葉
武
者
な
り
。
屈
強
の
武
士
は
後
方
に

控
え
何
れ
も
今
日
の
討
死
を
覚
悟
し
て
い
る
こ
と
を
察
し
、
部
下
を
制
し
て
深
入
り
を
禁
じ
た
。

　
統
幸
こ
れ
を
見
て
物
馴
れ
た
る
敵
の
指
揮
振
り
か
な
、
こ
の
う
え
は
我
よ
り
進
ん
で
戦
死
せ
ん
と
、
二
千
人

を
以
て
攻
撃
に
移
り
両
軍
入
り
乱
れ
て
、
ま
た
む
や
混
戦
乱
闘
と
な
っ
た
。

　
五
、
吉
弘
統
幸
の
戦
死

　
両
軍
死
力
を
尽
し
て
奮
闘
し
勝
敗
決
せ
ず
。
大
友
軍
屡
々
崩
れ
ん
と
す
。
統
幸
は
も
と
よ
り
生
還
を
期
し
て

い
な
か
っ
た
の
で
朱
柄
の
鑓
を
振
っ
て
奮
闘
し
、
今
朝
来
敵
を
艶
す
こ
と
二
十
三
人
。
進
ん
で
黒
田
軍
の
主
力

に
突
入
し
、
主
将
井
上
九
郎
右
衛
門
を
求
め
て
一
騎
打
ち
の
勝
負
を
望
ん
だ
。
井
上
は
十
文
字
の
鑓
を
以
て
こ

れ
に
対
し
、
火
花
を
散
ら
し
て
奮
闘
す
。
統
幸
の
鑓
が
屡
々
九
郎
右
衛
門
を
突
い
た
け
れ
ど
そ
の
鎧
が
堅
く
し

て
通
ら
ず
、
そ
の
内
遂
に
却
っ
て
九
郎
右
衛
門
の
為
に
突
か
れ
て
戦
死
し
た
。
統
幸
の
家
臣
こ
れ
を
見
て
一
足
ド
ヽ

も
退
か
ず
皆
戦
死
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
辿

大
友
方
は
今
日
を
最
後
と
働
き
、
井
上
・
野
村
も
段
々
に
危
く
見
え
に
け
ぞ
。
吉
弘
加
兵
衛
は
世
に
聞
え
し

大
剛
の
者
、
抜
群
に
丈
高
く
大
力
な
り
し
か
ば
、
朱
柄
の
大
身
の
鑓
を
以
て
向
ふ
敵
を
ば
横
打
に
薙
倒
し
、

あ
た
り
を
彿
ふ
て
見
え
‘
に
け
る
。
井
上
九
郎
右
衛
門
之
を
目
に
懸
、
鑓
打
振
て
真
一
文
字
に
懸
り
け
る
に
、
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吉
弘
声
を
懸
け
井
上
殿
か
珍
し
や
、
吉
弘
加
兵
衛
に
候
へ
ば
尋
常
に
参
会
す
べ
し
と
し
づ
し
づ
と
近
よ
る
。

井
上
之
を
見
て
能
敵
と
思
ひ
、
十
文
字
の
鑓
を
以
て
馳
向
ふ
。
此
所
石
垣
原
の
南
北
の
半
の
所
よ
り
四
丁
ば

か
り
南
立
石
の
方
に
よ
り
て
、
野
中
に
忠
内
ケ
堀
と
て
か
ら
堀
あ
り
。
東
西
長
き
事
百
聞
ば
か
り
横
は
三
間

ば
か
り
有
、
南
は
岸
の
高
さ
一
間
余
り
、
下
の
方
は
堀
少
し
曲
り
た
る
所
有
。
其
所
に
吉
弘
は
岸
の
上
に
立

ち
な
が
ら
、
井
上
も
岸
の
上
に
立
て
相
向
ふ
。
向
よ
り
知
た
る
事
な
れ
ば
、
参
り
そ
ふ
と
暫
し
物
語
り
し
、

い
ざ
や
戦
て
勝
負
を
決
せ
ん
と
互
に
云
合
せ
而
も
振
ら
ず
戦
け
る
。
九
郎
右
衛
門
も
勝
れ
た
る
勇
土
成
し
か

ど
も
丈
低
く
力
は
劣
た
り
。
吉
弘
は
聞
ゆ
る
大
力
な
れ
ば
、
梢
も
す
れ
ば
た
た
き
つ
け
ら
れ
危
く
見
え
し
所

に
、
九
郎
右
衛
門
運
や
強
か
り
け
ん
。
吉
弘
が
突
け
る
鑓
九
郎
右
衛
門
が
胸
板
に
幾
度
も
当
り
て
、
鎧
の
毛

所
々
切
る
ば
か
り
な
れ
共
皆
鎧
の
上
な
れ
ば
通
ら
ず
。
井
上
の
鑓
吉
弘
の
内
甲
に
突
き
入
り
け
る
に
、
十
文

字
の
横
手
に
左
の
頬
先
を
し
た
た
か
に
懸
る
に
、
加
兵
衛
の
冑
の
忍
の
緒
き
れ
て
冑
顔
に
を
り
て
目
を
覆
へ

ば
、
鏡
に
打
彿
ひ
後
に
退
け
る
を
、
能
時
節
と
井
上
歓
び
思
ひ
て
突
し
か
ば
、
左
の
脇
の
下
に
深
く
突
人
り

た
り
。
吉
弘
心
は
猛
し
と
い
へ
共
、
幾
度
の
軍
に
労
れ
果
て
其
上
両
所
深
手
を
負
、
殊
に
脇
の
下
の
疵
痛
け

れ
ば
働
事
な
ら
ず
。
井
上
味
方
に
首
と
れ
と
下
知
し
て
追
懸
さ
せ
け
る
。
後
藤
左
門
が
家
人
小
栗
治
左
衛
門

と
云
ふ
者
何
の
苦
も
な
く
突
倒
し
首
を
取
。
吉
弘
が
家
人
共
主
討
れ
し
を
見
し
よ
り
も
、
一
足
も
退
か
ず
皆

討
死
を
ぞ
仕
た
り
け
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
増
補
大
友
興
廃
記
〕

元
来
宗
之
心
は
剛
也
。
力
は
強
く
軍
立
は
上
手
也
。
我
働
を
見
物
せ
よ
や
人
々
懸
れ
懸
れ
と
大
音
上
げ
大
勢

馳
合
せ
、
能
敵
と
見
れ
ば
組
で
首
を
取
。
あ
わ
ぬ
敵
は
切
て
捨
、
四
角
ハ
面
に
切
迫
り
、
火
花
を
散
し
戦
し
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が
、
面
に
向
む
武
士
廿
四
人
を
切
伏
息
を
も
つ
か
ず
追
詰
々
々
馬
人
の
嫌
な
く
向
ふ
者
を
真
っ
向
た
て
割
、

逃
る
者
の
押
鳥
母
衣
時
あ
た
る
を
最
後
と
切
て
捨
、
爰
を
先
途
と
働
け
り
。
敵
大
勢
な
れ
共
唯
一
入
に
切
立

ら
れ
散
々
に
逃
散
て
、
近
付
く
も
の
な
か
り
け
る
。
吉
弘
暫
く
息
を
つ
き
我
身
体
を
見
て
あ
れ
ば
、
痛
手
薄

手
を
七
箇
所
迄
手
を
負
ひ
て
働
自
由
な
ら
ざ
れ
ば
、
今
は
是
迄
と
思
ひ
、
極
め
小
高
き
所
に
大
石
の
有
け
る

を
、
是
我
が
自
害
の
場
所
な
り
と
、
つ
と
立
上
り
上
帯
切
て
か
し
こ
に
投
捨
、
腹
十
文
字
に
掻
切
て
こ
そ
失

に
け
る
。
天
晴
よ
き
自
害
や
と
貴
賎
是
を
感
じ
け
る
。
家
人
戸
右
衛
門
と
云
者
介
錯
し
て
死
骸
を
肩
に
引
懸

本
陣
に
引
き
帰
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
増
補
大
友
興
廃
記
中
速
見
郡
真
玉
庄
住
土
田
北
弥
太
郎
説
〕

吉
弘
是
を
見
て
石
上
に
立
揚
り
、
長
刀
を
振
り
回
わ
し
て
井
上
を
目
掛
て
突
て
か
か
り
、
散
々
に
切
立
前
後

左
右
を
切
立
て
追
回
て
、
向
ふ
敵
も
無
き
が
如
く
に
働
き
た
れ
ど
、
周
身
請
處
に
疵
を
負
ひ
さ
す
が
に
猛
き

雄
将
な
れ
ど
心
身
共
に
疲
れ
果
て
、
一
段
高
き
所
に
跳
り
上
り
て
、
大
音
揚
げ
吉
弘
鑑
能
此
こ
に
在
り
、
我

が
首
取
て
功
に
せ
ん
よ
と
腹
十
文
字
に
掻
切
て
死
し
た
り
け
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
豊
州
乱
記
〕

宗
行
依
為
二
大
剛
者
・
猶
立
二
直
備
・
合
戦
不
い
怠
宗
行
目
二
掛
井
上
馳
合
向
二
立
空
堀
両
岸
云
々
以
・

鎗
決
二
勝
負
・
井
上
遂
突
二
伏
宗
行
・
畢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
太
宰
管
内
志
〕

吉
弘
向
敵
廿
七
騎
切
伏
逼
に
退
き
我
身
を
見
れ
ば
、
痛
手
薄
手
九
ケ
所
負
け
り
。
是
迄
と
思
ひ
小
高
き
所
に

掛
よ
り
黒
田
殿
の
内
に
我
と
思
は
ん
者
は
吉
弘
が
首
取
勲
功
に
預
れ
と
ぞ
呼
り
け
る
。
去
共
最
前
の
手
並
み
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見
て
左
右
な
く
近
付
者
は
な
し
。
か
か
り
し
所
に
後
藤
太
郎
助
生
年
十
六
歳
此
由
を
見
る
よ
り
も
、
如
何
に

吉
弘
鬼
神
に
も
せ
よ
討
取
功
名
せ
ん
と
、
種
ケ
島
に
二
つ
玉
雁
て
吉
弘
が
弓
手
の
脇
を
打
通
。
小
栗
次
右
衛

門
、
小
山
の
陰
よ
り
走
出
吉
弘
が
首
を
取
、
生
年
三
十
八
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
石
垣
原
合
戦
覚
書
〕

吉
弘
統
幸
の
戦
死
は
実
に
此
の
互
角
の
戦
闘
に
最
後
の
決
を
与
え
た
。
太
友
軍
は
遂
に
潰
走
に
陥
り
残
兵
八

十
余
騎
立
石
方
面
に
敗
走
に
移
れ
ば
、
黒
田
軍
は
こ
れ
を
追
撃
し
て
大
勝
を
得
た
。

こ
の
戦
闘
に
太
友
軍
は
戦
死
百
六
十
四
人
、
黒
田
軍
の
戦
死
者
三
百
八
十
五
人
。
〔
増
補
大
友
興
廃
記
に
よ

る
　
黒
田
家
の
記
録
で
は
太
友
軍
の
戦
死
五
百
余
騎
、
黒
田
軍
の
戦
死
百
四
十
六
と
あ
る
〕

黒
田
方
三
百
八
十
人
討
死
す
。
大
友
方
百
六
十
人
討
死
す
。
黒
田
方
始
は
小
勢
な
り
と
雖
加
勢
加
つ
て
大
勢

と
成
る
。
大
友
方
初
は
大
勢
な
り
と
い
へ
共
近
国
の
加
勢
は
な
し
。
或
は
討
死
し
或
は
落
失
せ
、
残
る
八
十

人
立
石
に
引
退
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
豊
西
記
〕

三
、
両
軍
戦
死
者
の
主
な
る
も
の
次
の
如
し
。

　
大
友
方
将
士

吉
弘
嘉
兵
衛
統
幸

血
杵
主
膳

大
神
監
物

柴
田
治
左
衛
門

宗
像
掃
部
介
鎮
次

吉
良
傅
右
衛
門

小
田
原
又
右
衛
門

岐
部
山
城
守

衛
藤
又
左
衛
門

竹
田
津
志
麻
守

佐
藤
勘
介
‘

深
栖
七
左
衛
門
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江
田
民
部

柴
田
小
六

黒
田
方
将
士

栗
山
四
郎
左
衛
門

黒
田
伯
普
守

黒
田
惣
衛
門

船
川
刑
部

船
川
市
蔵

山
脇
権
之
助

中
野
玄
哲

時
枝
平
太
夫

直
田
甚
内

下
田
作
右
衛
門

山
脇
弥
七

堀
尾
興
右
衛
門

森
本
五
郎
兵
衛

本
田
半
三
郎

後
藤
太
郎
介

竹
田
依
之
進

廣
林
下
野
守

野
林
市
右
衛
門

黒
三
四
郎

大
賀
三
郎
右
衛
門

小
林
甚
右
衛
門

三
宅
利
右
衛
門

小
林
治
右
衛
門

小
栗
治
右
衛
門

池
田
九
郎
右
衛
門

山
本
荘
蔵

石
田
羽
右
衛
門

津
田
才
蔵

原
田
半
三
郎

飛
田
仁
左
衛
門

加
賀
野
進
右
衛
門

大
村
六
太
夫

大
賀
丈
之
助

都
甲
兵
部
少
輔

森
　
太
郎
兵
衛

井
上
九
郎
左
衛
門

井
上
六
衛
門

原
　
弥
左
衛
門

細
　
弥
平
太

曽
我
又
左
衛
門

母
里
興
三
郎

光
富
籍
右
衛
門

稗
田
九
蔵

松
能
藤
三
郎

太
野
勘
左
衛
門

曽
我
部
五
右
衛
門

小
江
弥
七
郎

森
　
六
太
夫

野
村
市
右
衛
門
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富
来
右
兵
衛

二
宮
右
馬
介

久
野
甚
介

篠
倉
加
兵
衛

大
賀
野
甚
右
衛
門

氏
野
勘
七

瓜
田
傅
右
衛
門

大
賀
野
久
太
夫

大
賀
野
大
学

第
四
章
　
戦
闘
後
の
状
況

　
一
、
黒
田
孝
高
実
相
寺
山
に
達
す

　
黒
田
孝
高
は
、
こ
の
日
安
岐
城
を
発
し
て
南
進
中
に
石
垣
原
の
捷
報
を
得
て
、
夕
方
寺
相
寺
山
に
到
着
し
て

諸
隊
の
部
署
を
終
り
別
府
に
位
置
す
。
こ
の
夜
孝
高
は
翌
十
四
日
を
以
て
立
石
を
攻
撃
す
べ
く
計
画
し
た
が
、

風
雨
が
強
か
っ
た
の
で
十
四
日
は
主
力
を
以
て
高
地
に
沿
っ
て
北
方
よ
り
、
一
部
を
以
て
中
津
留
方
面
か
ら
立

石
を
攻
撃
す
る
の
配
置
を
と
り
敵
を
監
視
し
つ
つ
兵
を
動
か
さ
な
か
っ
た
。
蓋
し
孝
高
の
計
画
は
敵
を
威
嚇
し

降
参
さ
せ
ん
為
で
あ
っ
た
。
十
五
日
義
統
と
姻
戚
な
る
母
里
太
兵
衛
を
し
て
降
参
を
す
す
め
さ
せ
た
。

　
大
友
軍
が
再
び
立
石
の
本
陣
に
退
却
し
て
兵
力
を
集
結
し
た
時
に
は
戦
死
逃
亡
等
で
兵
力
を
減
耗
し
、
士
分

八
十
雑
兵
を
加
え
て
二
百
人
に
は
足
り
な
か
っ
た
。
義
統
は
切
腹
し
よ
う
と
し
た
が
、
老
臣
田
原
紹
忍
の
為
に

止
め
ら
れ
た
。
義
統
の
部
下
に
は
最
後
の
血
戦
を
主
張
す
る
も
の
も
か
な
り
あ
り
、
議
論
未
だ
決
し
な
い
中
に

孝
高
の
勧
降
使
に
接
し
、
義
統
は
遂
に
剃
髪
し
て
こ
の
夜
母
里
太
兵
衛
に
従
っ
て
孝
高
に
降
参
し
た
。

　
こ
こ
に
お
い
て
義
統
の
部
下
四
散
し
大
友
氏
は
滅
亡
を
遂
げ
た
。

　
這
般
の
消
息
に
就
い
て
は
、
増
補
大
友
興
廃
記
の
中
に
、
慶
長
六
年
八
月
速
見
郡
真
玉
庄
の
住
土
田
北
弥
太

郎
の
手
記
と
し
て
次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
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高
速
、
義
統
の
前
に
出
申
け
る
は
、
味
方
僅
に
相
成
り
名
有
士
八
十
騎
ば
か
り
、
惣
勢
二
百
騎
に
は
不
足
、

　
最
早
御
陣
も
保
ち
難
く
候
。
御
愚
直
に
任
せ
如
何
様
に
も
は
か
り
申
す
べ
し
と
申
し
付
け
る
。
義
統
仰
せ
ら

　
れ
け
る
は
思
慮
に
及
ば
ず
切
腹
よ
り
外
は
な
し
と
ぞ
申
け
る
。
吉
良
傅
右
衛
門
懸
出
申
け
る
は
、
萬
死
を
出

　
て
一
生
を
得
る
は
名
将
の
致
す
所
ま
ず
一
謀
仕
度
候
。
義
統
其
謀
は
い
か
様
成
事
ぞ
と
尋
ね
け
る
。
侍
右
衛

　
門
申
け
る
は
、
臼
杵
惣
六
、
宗
像
三
次
、
中
野
主
税
、
此
三
人
を
反
逆
の
者
に
拵
、
今
日
討
死
仕
候
波
津
久

　
多
門
の
首
を
君
の
御
首
と
な
し
如
水
が
陣
に
走
り
行
き
、
此
首
を
指
出
し
反
逆
と
名
乗
ら
は
陣
破
れ
申
す
べ

　
し
。
我
々
は
跡
よ
り
追
懸
三
人
を
悪
口
し
、
空
矢
を
射
懸
逃
帰
り
申
す
べ
し
。
多
門
が
人
相
義
統
公
に
少
も

　
違
は
ず
、
小
び
ん
の
あ
ざ
の
あ
る
迄
能
相
似
候
へ
ば
、
御
首
と
見
替
申
す
べ
し
。
其
隙
に
別
府
浦
よ
り
御
船

　
に
乗
苫
深
々
と
し
つ
ら
ひ
、
兵
員
を
船
の
底
に
人
、
佐
伯
浦
に
上
り
、
栂
牟
礼
城
に
取
籍
り
空
旗
数
百
立
双

　
へ
佐
伯
一
統
御
催
し
有
る
べ
し
。
さ
も
あ
ら
ば
御
恩
の
者
共
皆
々
馳
集
る
べ
し
。
其
の
上
戸
次
・
原
田
・
田

　
原
杯
古
き
武
士
共
を
催
し
、
栂
牟
礼
寵
城
仕
候
は
は
、
日
本
国
が
寄
た
り
共
暫
く
落
城
致
す
ま
じ
と
申
け
れ

　
ば
、
惣
六
・
主
税
も
懸
出
似
首
を
差
出
し
、
如
水
に
対
面
の
時
よ
く
は
か
ら
ひ
如
水
の
首
打
落
し
早
速
去
り

　
帰
る
べ
し
。
時
刻
移
り
て
益
な
し
は
や
く
と
急
げ
る
。
然
處
に
田
原
紹
忍
罷
出
て
此
の
計
画
不
可
也
。
若
海

　
上
に
て
如
水
方
追
懸
候
は
は
御
難
儀
不
慮
。
之
は
唯
如
水
に
降
参
成
さ
れ
御
命
を
全
し
、
御
子
様
方
の
行
末

　
御
間
然
る
べ
し
と
申
け
る
。
傅
右
衛
門
限
に
角
を
立
て
紹
忍
を
白
眼
つ
け
、
如
何
に
禅
門
汝
が
様
な
る
臆
病

　
者
の
及
ふ
所
に
な
し
。
唯
引
込
て
念
仏
申
せ
と
怒
り
け
る
。
申
野
驚
申
け
る
は
、
延
々
の
詮
議
い
ら
ぬ
事
、

　
今
に
も
如
水
方
寄
せ
来
ら
ば
小
勢
に
て
如
何
な
り
と
申
す
所
に
、
吉
岡
源
太
芝
居
に
い
で
唯
今

如
水
の
陣
よ
　
り
素
肌
武
者
二
人
、
如
水
の
使
と
呼
り
候
と
申
上
げ
る
。
義
統
の
云
、
誰
か
有
罷
向
尋
ね
よ
と
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仰
せ
け
る
。
　
亀
山
左
近
、
鎧
脱
捨
駒
引
寄
せ
打
乗
、
如
水
殿
御
両
使
御
仮
名
如
何
と
聞
き
け
れ
ば
、
森
左
兵

衛
・
中
野
玄
　
哲
と
中
者
也
と
答
え
け
る
。
義
統
使
者
に
対
面
し
て
、
吉
良
傅
右
衛
門
取
次
に
て
口
上
の
趣
は
、

先
頃
も
使
　
者
を
以
申
越
候
處
、
一
向
無
同
心
一
戦
に
及
候
。
先
年
高
麗
に
て
申
合
は
、
密
に
し
て
旨
趣
御
失

念
は
こ
れ
　
有
間
敷
候
。
此
度
和
談
成
さ
れ
如
水
に
御
仕
せ
然
る
べ
く
候
。
末
々
の
事
は
よ
き
に
中
し
成
る
べ

き
成
也
。

此
旨
宜
し
く
御
達
し
成
さ
る
べ
し
と
申
け
る
。
義
統
、
市
萬
田
勧
解
由
を
召
て
身
上
の
事
如
水
に
任
す
る
也

と
、
如
水
が
使
者
に
渡
す
べ
し
と
て
、
書
状
一
通
認
め
て
勘
解
由
に
御
渡
、
則
如
水
の
使
に
渡
し
け
れ
ば
使

者
は
帰
り
け
る
。
其
後
紹
忍
立
出
諸
生
の
面
々
に
義
統
申
渡
さ
る
は
、
此
度
の
戦
場
に
粉
骨
を
尽
し
候
事
感

じ
思
ふ
也
。
不
運
に
て
勝
利
な
き
事
は
天
命
也
。
身
の
事
は
如
水
に
任
せ
豊
前
に
下
る
な
り
。
依
之
諸
士
不

残
暇
を
遣
す
也
と
申
渡
し
け
る
。
皆
々
目
と
目
を
見
合
返
答
申
者
も
な
く
少
時
在
て
臼
杵
惣
六
申
け
る
は
、

借
も
悲
し
き
こ
と
共
也
。
名
貧
者
五
十
騎
今
生
の
思
ひ
出
に
如
水
が
陣
に
馳
向
ひ
、
花
々
敷
軍
し
て
物
清
く

討
死
せ
ん
。
旁
々
如
何
に
と
云
け
れ
ば
、
無
念
腹
に
居
兼
て
皆
尤
と
駒
引
寄
々
々
打
東
て
、
五
十
三
騎
鶴
見

原
へ
打
て
出
た
り
け
る
處
に
、
不
思
議
や
高
崎
山
の
頂
よ
り
黒
雲
一
村
引
覆
ひ
、
人
の
而
も
見
別
ね
ば
闇
夜

の
如
く
に
成
り
電
光
頻
り
也
。
人
々
是
は
神
の
告
也
と
て
馬
よ
り
飛
下
り
甲
を
脱
ぎ
、
由
原
ハ
幡
宮
に
向
て

拝
を
な
し
誠
に
弓
矢
正
八
幡
の
御
告
也
、
い
ざ
や
軍
を
止
ん
と
皆
々
別
府
の
演
に
出
に
け
る
。
中
に
も
馬
藤

又
右
衛
門
、
臼
杵
主
膳
、
上
野
三
之
助
、
工
藤
忠
摩
、
吉
岡
主
水
は
関
東
に
登
り
義
乗
に
仕
へ
ん
と
東
を
さ

し
て
落
行
け
る
。
此
戦
に
黒
田
方
の
討
死
二
千
六
百
三
十
七
人
、
手
負
数
三
百
八
十
五
人
。
大
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友
方
討
死
五
　
百
三
十
万
人
、
手
負
百
十
七
人
な
り
。
敵
味
方
三
千
七
百
六
十
八
入
の
討
死
也
。

　
こ
の
日
は
、
実
に
関
ケ
原
大
会
戦
の
結
末
の
つ
い
た
日
で
あ
っ
た
。

　
大
友
義
統
は
孝
高
の
為
に
中
津
に
送
ら
れ
た
が
、
孝
高
の
斡
旋
に
よ
っ
て
死
一
等
を
減
ぜ
ら
れ
て
常
陸
で
終

わ
っ
た
。

黒
田
孝
高
は
こ
れ
か
ら
破
竹
の
勢
を
以
て
豊
後
の
諸
城
を
圧
服
し
、
次
で
九
州
を
略
す
る
に
至
っ
た
。

第
五
章
　
研
究
及
教
訓

　
一
、
大
友
義
統
の
作
戦

　
こ
の
戦
闘
に
於
け
る
両
軍
の
総
兵
力
に
つ
い
て
は
記
録
に
よ
り
一
致
し
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
大
な
る
懸
隔

は
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
大
友
義
統
と
黒
田
孝
高
と
の
器
量
に
於
て
著
し
い
差
異
が
あ
っ
た
。

義
統
は
そ
の
過
去
の
戦
歴
に
微
す
る
に
、
優
柔
不
断
で
時
に
は
怯
儒
な
事
が
あ
っ
た
。
然
る
に
孝
高
に
至
っ
て

は
老
巧
に
し
て
果
断
機
を
見
る
事
頗
る
敏
で
到
底
義
統
の
敵
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
義
統
の
再
興
を
判
知
す
る

や
直
に
こ
れ
ま
で
中
津
に
於
て
準
備
し
て
い
た
築
城
を
中
止
し
、
当
時
関
ケ
原
大
会
戦
の
勝
敗
逆
賭
し
難
い
時

に
あ
た
り
、
疾
風
の
勢
い
を
以
て
殆
ど
全
部
が
敵
意
を
表
し
て
い
る
豊
後
に
殺
到
し
た
。
当
時
の
状
況
に
つ
い

て
は
諸
記
録
に
ほ
ぼ
同
様
に
残
っ
て
い
る
が
、
福
本
日
南
氏
著
「
黒
田
如
水
」
に
は
、
最
も
簡
明
直
截
に
次
の

如
く
載
せ
て
あ
る
。
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是
よ
り
先
如
水
遣
す
所
の
二
使
帰
り
来
り
て
、
義
統
の
答
旨
を
復
す
。
如
水
曰
く
、
先
ず
迎
撃
し
て
義
統
を

取
ら
ん
と
九
日
を
以
て
全
軍
需
発
の
期
と
定
む
。
老
臣
又
諌
め
曰
く
、
中
原
の
大
勢
未
だ
定
ま
ら
ざ
る
に
、

本
城
を
空
と
し
て
軍
を
出
し
た
ま
ふ
は
、
事
早
計
に
幾
し
、
之
に
加
へ
九
日
は
凶
日
な
り
。
寧
ろ
暫
く
其
期

を
緩
め
、
上
国
最
後
の
報
を
待
ち
、
而
る
後
攻
勢
を
決
せ
ら
れ
ん
は
壹
萬
全
の
道
に
は
非
ず
や
と
。
如
水
頭

を
棹
ひ
て
曰
く
、
徒
ら
に
上
国
最
後
の
報
を
待
た
ば
、
大
事
は
定
ま
り
好
機
は
逸
去
せ
ん
、
且
夫
れ
今
の
秋

に
当
り
座
し
て
其
報
を
待
ち
而
る
後
ち
攻
勢
を
決
せ
ん
乎
、
内
府
之
を
何
と
か
謂
は
ん
。
爾
等
如
水
に
観
望

の
誹
を
胎
さ
ん
と
す
る
歎
。
兵
は
之
危
道
な
り
。
日
の
吉
凶
何
か
あ
ら
ん
。
凶
日
を
畏
る
る
者
は
遺
り
て
城

に
留
る
べ
し
。
如
水
は
即
ち
発
せ
ん
の
み
と
。
母
里
大
兵
衛
友
信
剛
直
を
以
て
部
下
に
鳴
る
。
如
水
の
言
を

聴
き
目
を
眺
ら
し
て
曰
く
、
臣
等
忠
貞
を
思
ふ
が
故
に
、
所
思
を
披
漫
し
た
る
の
み
。
誰
か
凶
日
を
畏
れ
主

を
棄
て
て
、
省
み
ざ
る
も
の
あ
ら
ん
や
、
公
の
放
言
し
た
ま
う
も
亦
太
し
か
ら
ず
や
と
、
口
角
沫
を
吐
く
。

如
水
聴
か
ざ
る
為
し
て
、
先
ず
盃
を
友
信
に
属
し
順
を
以
て
列
座
の
将
士
に
賜
ふ
。
出
兵
の
議
立
ち
ど
こ
ろ

に
決
し
Ｉ
軍
勇
躍
せ
ざ
る
な
し
。

　
黒
田
孝
高
が
急
速
攻
勢
を
取
っ
た
の
は
、
実
に
義
統
に
時
日
の
余
裕
を
与
え
る
事
に
よ
っ
て
、
そ
の
勢
力
を

増
大
せ
し
め
な
い
為
で
あ
っ
て
、
井
上
九
郎
兵
衛
の
指
揮
す
る
先
進
梯
団
を
挺
進
さ
せ
た
の
は
、
益
々
其
の
企

図
を
明
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
大
友
義
統
の
作
戦
は
遺
憾
な
が
ら
頗
る
消
極
的
で
あ
っ
た
。
大
友
義
統
は
差
当
り
ど
う
し
て

も
先
ず
黒
田
孝
高
を
撃
破
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
そ
の
孝
高
は
倍
数
の
優
勢
な
兵
力
を
以
て
近
く
相
見
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え
ん
と
し
て
い
る
が
、
幸
に
し
て
敵
は
ほ
ぼ
我
と
同
等
の
兵
力
を
分
離
し
て
派
遣
し
て
い
る
。
義
統
の
為
に
は

実
に
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。
も
し
義
統
に
し
て
こ
の
機
会
を
失
し
て
は
、
他
日
又
再
び
優
勢
な
黒
田
軍
に
対
し

て
勝
算
は
な
い
の
で
あ
る
。
何
故
に
義
統
は
更
に
思
い
切
っ
て
積
極
的
に
で
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
か
。
も
と
よ

り
両
軍
の
総
兵
力
に
於
い
て
は
、
大
な
る
差
が
あ
る
。
併
し
少
な
く
と
も
大
友
軍
と
し
て
先
ず
敵
の
前
線
梯
団

を
撃
破
し
た
な
ら
ば
、
後
に
孝
高
の
主
力
と
戦
っ
て
破
れ
て
も
尚
瞑
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
要
す
る
に
大
友
軍
が
敗
北
し
た
の
は
、
諸
種
の
原
因
が
あ
る
け
れ
ど
、
主
将
の
性
格
に
負
う
所
亦
決
し
て
斟

く
な
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　
然
ら
ば
こ
の
場
合
に
於
い
て
大
友
義
統
と
し
て
作
戦
指
導
の
根
本
方
針
は
如
何
。

　
判
決

　
敵
の
分
離
に
乗
じ
各
個
に
撃
破
す
る
目
的
を
以
て
そ
の
先
進
梯
団
に
対
し
て
、
果
敢
な
る
攻
勢
を
取
る
を
要

す
。

　
右
の
目
的
の
為
に
戦
場
を
何
れ
に
求
む
べ
き
や
に
つ
い
て
は
、
義
統
が
敵
の
先
遣
梯
団
の
前
進
に
関
す
る
情

報
を
知
っ
た
時
の
模
様
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
、
こ
れ
に
関
し
て
は
何
等
詳
細
な
記
録
が
な
い

が
、
少
な
く
も
実
相
寺
山
、
角
殿
山
付
近
に
そ
の
主
力
を
結
集
し
、
各
一
部
を
里
屋
（
亀
川
）
及
び
鉄
輪
北
方

鞍
部
に
出
し
、
黒
田
軍
の
主
力
を
崇
め
、
そ
の
里
屋
或
い
は
鉄
輪
に
前
進
す
る
に
乗
じ
、
我
が
主
力
を
以
て
之

を
攻
撃
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ら
う
。

　
然
る
に
義
統
は
終
始
消
極
的
で
、
唯
一
の
攻
撃
の
拠
点
た
る
実
相
時
山
を
無
為
に
し
て
敵
に
与
え
た
後
に
、
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石
垣
原
に
出
て
戦
い
を
求
め
た
の
は
策
の
得
た
も
の
と
は
言
い
得
な
い
。

　
二
、
黒
田
孝
高
の
作
戦

　
孝
高
が
赤
根
峠
か
ら
杵
築
城
救
援
の
為
、
井
上
九
郎
右
衛
門
の
指
揮
す
る
一
部
隊
を
出
し
た
時
に
、
井
上
に

対
し
杵
築
救
援
隊
に
於
け
る
行
動
に
つ
い
て
、
如
何
な
る
任
務
を
与
え
た
か
の
詳
細
は
明
瞭
で
な
い
。
併
し
当

時
の
状
況
上
孝
高
と
し
て
国
東
半
島
の
諸
城
を
従
え
る
事
も
と
よ
り
必
要
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
速
や
か
に
杵

築
城
を
救
援
し
て
、
次
で
大
友
義
統
を
攻
撃
す
る
こ
と
が
更
に
急
務
で
あ
っ
た
。
蓋
し
こ
の
度
孝
高
出
兵
の
動

機
は
、
義
統
に
時
日
の
余
裕
を
与
え
な
い
事
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
孝
高
が
中
津
城
を
出
発
の
時
の
決
心
に
よ
っ

て
も
、
は
た
ま
た
富
来
城
を
包
囲
し
た
時
の
処
置
に
於
い
て
も
明
瞭
で
あ
る
。

　
翌
十
一
日
の
晩
景
に
赤
根
締
を
立
っ
て
、
富
来
城
の
向
八
九
丁
此
方
の
山
に
馬
を
立
い
れ
、
未
明
よ
り
諸
勢

　
悉
く
富
来
城
を
囲
け
る
。
其
後
如
水
は
、
演
の
手
よ
り
打
迫
り
、
伏
兵
な
き
か
と
見
そ
な
は
し
頓
て
堀
近
く

　
迄
寄
給
。
留
守
居
は
垣
見
利
右
衛
門
、
藤
林
九
右
衛
門
を
始
屈
強
の
兵
守
り
居
た
り
け
る
故
、
此
贈
を
見
て

　
即
時
に
は
貴
落
し
難
。
又
扱
を
人
は
隙
入
る
べ
し
。
大
友
に
勢
の
付
ぬ
先
に
一
刻
も
早
く
押
行
へ
し
と
、
其

　
上
木
付
城
も
心
許
無
く
、
大
敵
に
勝
は
小
城
は
跡
に
て
攻
よ
き
ぞ
と
て
城
を
打
捨
押
行
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
増
補
大
友
興
廃
記
〕

　
孝
高
が
井
上
九
郎
右
衛
門
に
如
何
な
る
程
度
の
信
頼
を
し
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
状
況
に
於
い

て
そ
の
部
下
に
一
部
を
授
け
て
、
最
も
重
要
な
る
方
面
に
当
て
自
ら
主
力
を
以
て
続
行
し
た
の
は
如
何
で
あ
っ
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て
か
。
寧
ろ
最
初
か
ら
決
心
通
り
に
す
る
な
ら
ば
、
一
部
を
以
て
国
東
半
島
の
諸
城
に
当
て
、
孝
高
自
ら
主
力

を
率
い
て
直
路
立
石
に
向
う
か
、
少
な
く
も
赤
根
峠
か
ら
自
ら
主
力
を
以
て
杵
築
を
救
援
し
、
次
に
立
石
に
前

進
す
る
の
が
適
当
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
然
る
に
そ
の
一
部
を
梯
進
さ
せ
た
こ
と
は
、
一
時
危
機
を
醸
し
た

と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
何
と
な
れ
ば
こ
の
際
大
友
義
統
が
最
初
か
ら
積
極
的
に
行
動
し
た
な
ら
ば
、
或
い
は
そ

の
先
進
梯
団
の
勝
算
は
必
ず
し
も
確
実
で
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
三
、
堅
固
な
る
決
心
し
判
断
力
の
必
要

　
　
　
　
大
友
義
統
戦
機
を
逸
す

　
九
月
十
三
日
に
於
け
る
大
友
義
統
の
戦
闘
部
署
は
、
吉
弘
統
幸
の
九
百
余
騎
を
第
一
陣
と
し
て
宗
像
鎮
次
の

五
百
余
騎
を
第
二
陣
と
し
た
。
こ
の
両
隊
が
逐
次
戦
闘
に
加
入
し
て
敵
を
撃
破
し
、
後
義
統
は
更
に
四
、
五
百

騎
を
以
て
第
一
線
に
増
加
し
た
様
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
部
署
、
即
ち
義
統
の
毫
下
を
如
何
に
し
た
か
。
そ
の

兵
力
及
び
行
動
に
就
い
て
は
記
録
に
な
い
よ
う
で
あ
る
。
吉
弘
統
幸
の
指
揮
す
る
第
一
陣
と
宗
像
鎖
次
の
第
二

陣
と
が
敵
の
第
一
陣
、
第
二
陣
を
突
破
し
更
に
松
井
・
有
吉
の
一
隊
を
撃
退
し
戦
機
ま
さ
に
熟
し
た
時
に
、
義

統
は
使
い
を
遺
し
て
統
幸
に
旧
陣
地
に
撤
退
を
命
じ
た
の
は
返
す
返
す
も
大
友
軍
の
為
に
遺
憾
で
あ
る
。
　
義

統
は
果
た
し
て
堅
確
な
る
自
信
の
下
に
こ
の
戦
闘
を
指
揮
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
当
時
密
集
戦
法
の
原
則
と
し
て
、
兵
力
は
逐
次
戦
闘
に
加
入
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
総
指
揮

官
と
し
て
は
萄
も
戦
闘
開
始
に
先
立
ち
、
部
下
全
兵
力
を
以
て
何
時
で
も
戦
線
に
投
込
ん
で
一
挙
に
勝
敗
を
決

す
る
の
準
備
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
義
統
は
我
が
軍
の
為
に
最
も
有
利
な
戦
機
を
逸
し
て
し
ま
っ
た
の



で
あ
る
。
何
れ
に
せ
よ
義
統
の
決
心
の
動
揺
は
、
こ
の
戦
闘
に
於
い
て
部
下
将
士
に
、
確
固
た
る
行
動
の
憑
拠

を
与
え
な
い
で
全
般
の
指
揮
を
不
徹
底
な
ら
し
め
た
。

　
戦
闘
綱
要
草
案
に
「
勝
利
は
自
ら
勝
ち
を
信
ず
る
者
に
帰
す
」
と
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
指
揮
官
た
る
も
の

の
常
に
銘
す
べ
き
金
言
で
あ
る
。

　
黒
田
軍
の
井
上
九
郎
右
衛
門
の
戦
線
加
入
の
時
期
は
や
や
遅
か
っ
た
様
に
あ
る
が
、
幸
に
し
て
勝
利
は
得
た

け
れ
ど
も
、
こ
の
最
後
の
戦
闘
に
於
け
る
勝
敗
は
両
軍
五
分
五
分
で
あ
っ
た
。
も
し
、
井
上
が
友
軍
の
第
二
陣

が
撃
退
せ
ら
れ
、
敵
の
隊
伍
未
だ
整
わ
ざ
る
時
期
に
実
相
時
山
に
あ
っ
た
松
井
、
有
吉
の
二
百
余
喘
と
策
応
し

て
、
井
上
九
郎
右
衛
門
の
主
力
が
角
殿
山
の
西
側
か
ら
敵
の
左
翼
方
面
を
索
め
て
戦
線
に
加
入
し
た
な
ら
ば
、

勝
利
の
公
算
は
一
層
確
実
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
併
し
な
が
ら
当
時
密
集
戦
法
時
代
に
於
け
る
所
謂
「
戦
の

懸
引
」
は
、
今
日
我
々
が
想
像
し
得
な
い
呼
吸
が
あ
っ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
か
ら
、
妄
り
に
評
論
す
る
こ
と

は
必
ず
し
も
当
た
ら
な
い
。

　
四
、
吉
弘
統
幸
と
井
上
九
郎
右
衛
門

　
吉
弘
統
幸
は
、
此
の
戦
闘
に
於
け
る
花
形
役
者
で
あ
る
。
彼
は
初
め
義
統
が
秀
頼
に
味
方
す
る
の
を
大
極
上

不
利
と
見
て
、
義
統
を
諌
め
た
け
れ
ど
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
不
成
功
を
知
り
つ
つ
こ
の
戦
闘
に
加
わ
り

義
統
の
為
に
無
二
の
忠
勤
を
つ
く
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
吉
弘
嘉
兵
衛
は
、
義
統
の
前
に
進
み
出
て
涙
を
彿
い
て
日
、
臣
は
累
代
厚
恩
を
蒙
り
死
を
以
て
君
恩
に
報
ん

　
と
存
す
れ
共
、
是
度
の
戦
は
た
と
え
Ｉ
旦
の
利
を
得
る
も
、
後
の
利
運
と
は
成
難
し
。
臣
今
軍
備
の
中
に
入
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り
再
び
帰
ら
ず
。
然
ら
ば
今
君
の
尊
顔
を
拝
す
る
も
現
世
の
御
名
残
に
候
と
、
又
涙
を
揮
て
拝
謝
し
去
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
豊
州
乱
記
〕

　
統
幸
が
奮
闘
の
結
果
、
克
ち
得
た
戦
勝
も
こ
れ
を
有
利
に
活
用
し
な
か
っ
た
為
に
、
彼
の
大
な
る
努
力
も
水

泡
に
帰
し
た
。
こ
の
際
義
統
が
、
再
三
使
い
を
以
て
統
幸
に
後
退
を
命
じ
た
に
か
か
わ
ら
ず
、
統
幸
は
必
死
を

期
し
て
退
却
し
な
か
っ
た
。
義
統
に
し
て
こ
れ
を
動
機
と
し
て
そ
の
控
置
し
て
い
た
全
兵
力
を
放
っ
て
一
挙
に

決
戦
を
求
め
た
な
ら
ば
、
ま
だ
勝
利
の
見
込
み
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
然
る
に
義
統
は
吉
弘
を
討
た
す
な

と
四
、
五
百
余
騎
を
以
て
増
援
さ
せ
た
と
こ
ろ
え
、
黒
田
軍
の
井
上
九
郎
右
衛
門
が
全
力
を
挙
げ
て
突
進
し
た

の
で
、
こ
こ
に
両
軍
の
最
後
の
決
戦
に
な
っ
た
。

　
こ
の
最
後
の
決
戦
は
、
言
わ
ば
黒
田
軍
か
ら
強
い
ら
れ
て
止
む
を
得
な
か
っ
た
も
の
で
、
大
友
義
統
の
元
来

の
意
志
で
は
な
い
。
即
ち
、
吉
弘
統
幸
が
義
統
の
命
を
奉
じ
な
か
っ
た
こ
と
は
事
実
に
於
い
て
義
統
の
意
図
以

外
の
決
戦
を
惹
起
し
ヽ
戦
術
上
所
謂
前
進
暇
、
の
害
を
起
こ
し
た
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
ぬ
。

　
統
幸
の
誠
忠
に
つ
い
て
は
我
々
に
深
き
感
動
を
与
え
る
。
唯
第
三
者
と
し
て
冷
静
に
観
た
時
に
、
統
幸
の
行

動
が
最
初
か
ら
や
や
悲
観
的
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
た
と
え
統
幸
と
し
て
こ
の
戦
闘
に
於
い
て
勝
利
を
得
て
も
、
大
局
に
勝
算
の
な
い
事
を
洞
察
し
て
い
た
に
せ

よ
、
萄
も
軍
に
従
う
以
上
は
最
大
の
努
力
を
以
て
蜷
る
る
迄
積
極
的
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
が
こ
の
場
合

統
幸
と
し
て
、
義
統
に
対
す
る
奉
公
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
観
て
統
幸
は
或
は
死
を
急
ぎ
過
ぎ
た
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
彼
の
死
は
実
に
こ
の
戦
争
の
運
命
を
決
す
る
動
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。



　
井
上
九
郎
右
衛
門
が
角
殿
山
か
ら
戦
闘
に
加
入
す
る
に
あ
た
り
、
自
ら
挺
進
し
て
敵
情
を
偵
察
し
た
結
果
、

大
友
軍
が
芝
生
に
下
り
て
必
死
の
戦
闘
を
期
し
て
い
る
所
を
判
知
し
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
部
下
に
下
馬
を

命
じ
て
突
進
し
た
の
は
、
如
何
に
も
老
練
な
指
揮
ぶ
り
で
あ
る
。
当
時
一
般
の
原
則
と
せ
ら
れ
た
乗
馬
攻
撃
を

敵
情
に
よ
っ
て
忽
ち
徒
歩
攻
撃
に
変
え
た
所
に
、
生
き
た
戦
術
の
活
用
が
窺
わ
れ
る
。

　
井
上
九
郎
右
衛
門
が
吉
弘
統
幸
に
与
え
た
致
命
傷
は
、
彼
の
左
の
脇
に
突
い
た
槍
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と

に
つ
き
多
く
の
記
録
に
は
、
最
初
井
上
が
十
文
字
の
槍
の
横
手
で
統
幸
の
冑
の
緒
を
切
っ
た
為
に
、
冑
が
顔
に

か
か
っ
て
自
由
を
失
っ
た
隙
に
突
い
た
と
載
せ
て
あ
る
。
元
来
統
幸
と
九
郎
右
衛
門
と
は
文
禄
駅
役
朝
鮮
以
来

の
知
己
で
あ
り
、
又
某
書
に
は
義
統
が
封
土
を
没
収
せ
ら
れ
た
後
、
統
幸
の
一
時
中
津
に
身
を
寄
せ
て
井
上
と

懇
意
で
あ
っ
た
と
さ
え
見
え
る
。
こ
の
両
人
の
間
で
互
い
に
私
怨
で
な
く
主
君
の
為
に
敵
味
方
と
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。
特
に
当
時
統
幸
は
朝
来
の
奮
戦
で
疲
れ
て
い
る
。
か
く
の
如
き
場
合
の
井
上
の
や
り
方
と
し
て
は
武

士
道
に
欠
け
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
井
上
は
小
兵
で
あ
っ
た
為
大
兵
の
統
幸
に
し
ば
し
ば
苦
し
め

ら
れ
て
い
た
際
だ
か
ら
、
こ
の
機
会
を
逸
し
て
は
或
は
統
幸
に
対
し
勝
利
の
見
込
み
が
な
か
っ
た
の
に
よ
る
こ

と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
五
、
主
将
の
行
動
が
戦
闘
に
及
す
影
響

　
密
集
戦
法
の
時
代
に
於
い
て
は
、
主
将
の
活
模
範
は
戦
闘
指
導
上
極
め
て
重
大
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

故
に
主
将
は
単
に
指
揮
術
に
熟
練
す
る
の
み
な
ら
ず
、
自
ら
個
人
と
し
て
武
器
の
使
術
に
長
じ
、
自
ら
陣
頭
に

立
っ
て
突
入
し
た
。
主
将
が
艶
る
れ
ば
部
下
は
忽
ち
指
揮
の
中
心
を
失
い
、
混
乱
に
陥
る
こ
と
こ
の
戦
闘
に
於

－139 －
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り
再
び
帰
ら
ず
。
然
ら
ば
今
君
の
尊
顔
を
拝
す
る
も
現
世
の
御
名
残
に
候
と
、
又
涙
を
揮
て
拝
謝
し
去
る
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州
乱
記
〕

　
統
幸
が
奮
闘
の
結
果
、
克
ち
得
た
戦
勝
も
こ
れ
を
有
利
に
活
用
し
な
か
っ
た
為
に
、
彼
の
大
な
る
努
力
も
水

泡
に
帰
し
た
。
こ
の
際
義
統
が
、
再
三
使
い
を
以
て
統
幸
に
後
退
を
命
じ
た
に
か
か
わ
ら
ず
、
統
幸
は
必
死
を

期
し
て
退
却
し
な
か
っ
た
。
義
統
に
し
て
こ
れ
を
動
機
と
し
て
そ
の
控
置
し
て
い
た
全
兵
力
を
放
っ
て
一
挙
に

決
戦
を
求
め
た
な
ら
ば
、
ま
だ
勝
利
の
見
込
み
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
然
る
に
義
統
は
吉
弘
を
討
た
す
な

と
四
、
五
百
余
騎
を
以
て
増
援
さ
せ
た
と
こ
ろ
え
、
黒
田
軍
の
井
上
九
郎
右
衛
門
が
全
力
を
挙
げ
て
突
進
し
た

の
で
、
こ
こ
に
両
軍
の
最
後
の
決
戦
に
な
っ
た
。

　
こ
の
最
後
の
決
戦
は
、
言
わ
ば
黒
田
軍
か
ら
強
い
ら
れ
て
止
む
を
得
な
か
っ
た
も
の
で
、
大
友
義
統
の
元
来

の
意
志
で
は
な
い
。
即
ち
、
吉
弘
統
幸
が
義
統
の
命
を
奉
じ
な
か
っ
た
こ
と
は
事
実
に
於
い
て
義
統
の
意
図
以

外
の
決
戦
を
惹
起
し
、
戦
術
上
所
謂
前
進
鳳
の
害
を
起
こ
し
た
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
ぬ
。

　
統
幸
の
誠
忠
に
つ
い
て
は
我
々
に
深
き
感
動
を
与
え
る
。
唯
第
三
者
と
し
て
冷
静
に
観
た
時
に
、
統
幸
の
行

動
が
最
初
か
ら
や
や
悲
観
的
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
た
と
え
統
幸
と
し
て
こ
の
戦
闘
に
於
い
て
勝
利
を
得
て
も
、
大
局
に
勝
算
の
な
い
事
を
洞
察
し
て
い
た
に
せ

よ
、
萄
も
軍
に
従
う
以
上
は
最
大
の
努
力
を
以
て
艶
る
る
迄
積
極
的
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
が
こ
の
場
合

統
幸
と
し
て
、
義
統
に
対
す
る
奉
公
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
観
て
統
幸
は
或
は
死
を
急
ぎ
過
ぎ
た
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
彼
の
死
は
実
に
こ
の
戦
争
の
運
命
を
決
す
る
動
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。



　
井
上
九
郎
右
衛
門
が
角
殿
山
か
ら
戦
闘
に
加
入
す
る
に
あ
た
り
、
自
ら
挺
進
し
て
敵
情
を
偵
察
し
た
結
果
、

大
友
軍
が
芝
生
に
下
り
て
必
死
の
戦
闘
を
期
し
て
い
る
所
を
判
知
し
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
部
下
に
下
馬
を

命
じ
て
突
進
し
た
の
は
、
如
何
に
も
老
練
な
指
揮
ぶ
り
で
あ
る
。
当
時
一
般
の
原
則
と
せ
ら
れ
た
乗
馬
攻
撃
を

敵
情
に
よ
っ
て
忽
ち
徒
歩
攻
撃
に
変
え
た
所
に
、
生
き
た
戦
術
の
活
用
が
窺
わ
れ
る
。

　
井
上
九
郎
右
衛
門
が
吉
弘
統
幸
に
与
え
た
致
命
傷
は
、
彼
の
左
の
脇
に
突
い
た
槍
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と

に
つ
き
多
く
の
記
録
に
は
、
最
初
井
上
が
十
文
字
の
槍
の
横
手
で
統
幸
の
冑
の
緒
を
切
っ
た
為
に
、
冑
が
顔
に

か
か
っ
て
自
由
を
失
っ
た
隙
に
突
い
た
と
載
せ
て
あ
る
。
元
来
統
幸
と
九
郎
右
衛
門
と
は
文
禄
駅
役
朝
鮮
以
来

の
知
己
で
あ
り
、
又
某
書
に
は
義
統
が
封
土
を
没
収
せ
ら
れ
た
後
、
統
幸
の
一
時
中
津
に
身
を
寄
せ
て
井
上
と

懇
意
で
あ
っ
た
と
さ
え
見
え
る
。
こ
の
両
人
の
聞
で
互
い
に
私
怨
で
な
く
主
君
の
為
に
敵
味
方
と
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。
特
に
当
時
統
幸
は
朝
来
の
奮
戦
で
疲
れ
て
い
る
。
か
く
の
如
き
場
合
の
井
上
の
や
り
方
と
し
て
は
武

士
道
に
欠
け
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
井
上
は
小
兵
で
あ
っ
た
為
大
兵
の
統
幸
に
し
ば
し
ば
苦
し
め

ら
れ
て
い
た
際
だ
か
ら
、
こ
の
機
会
を
逸
し
て
は
或
は
統
幸
に
対
し
勝
利
の
見
込
み
が
な
か
っ
た
の
に
よ
る
こ

と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
五
、
主
将
の
行
動
が
戦
闘
に
及
す
影
響

　
密
集
戦
法
の
時
代
に
於
い
て
は
、
主
将
の
活
模
範
は
戦
闘
指
導
上
極
め
て
重
大
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

故
に
主
将
は
単
に
指
揮
術
に
熟
練
す
る
の
み
な
ら
ず
、
自
ら
個
人
と
し
て
武
器
の
使
術
に
長
じ
、
自
ら
陣
頭
に

立
っ
て
突
入
し
た
。
主
将
が
艶
る
れ
ば
部
下
は
忽
ち
指
揮
の
中
心
を
失
い
、
混
乱
に
陥
る
こ
と
こ
の
戦
闘
に
於
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け
る
吉
弘
統
幸
の
戦
死
が
明
ら
か
に
こ
れ
を
示
し
て
い
る
と
共
に
、
主
人
が
討
た
れ
る
と
部
下
が
こ
れ
に
殉
じ

て
戦
死
し
た
涙
ぐ
ま
し
い
記
録
は
、
各
戦
闘
に
多
ぐ
残
っ
て
い
る
。
当
時
の
主
将
と
部
下
と
の
関
係
か
ら
考
え

て
左
も
あ
っ
た
こ
と
と
思
う
。

　
爾
後
戦
闘
の
方
式
が
変
化
し
て
、
今
日
に
於
し
て
は
た
と
え
一
兵
と
な
っ
て
も
戦
闘
終
局
の
目
的
に
鑑
み
動

作
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
所
謂
各
兵
卒
に
至
る
迄
自
覚
を
与
え
独
断
さ
せ
る
こ
と
が
愈
必
要
に
な
っ
た
、
と
同
時
に

指
揮
官
に
対
す
る
要
求
に
於
い
て
は
毫
も
昔
と
変
わ
ら
な
い
。
最
近
戦
役
に
於
け
る
将
校
下
士
卒
と
の
死
傷
率

の
統
計
は
、
欧
州
大
戦
に
至
る
迄
指
揮
官
の
死
傷
が
漸
次
大
き
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
、
何
れ
も
敵
の
指
揮
官

を
索
め
て
狙
撃
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
。

　
こ
の
傾
向
に
於
い
て
指
揮
官
と
し
て
の
責
務
の
重
大
を
知
る
と
共
に
、
上
下
を
通
じ
て
国
民
と
し
て
の
責
務

を
自
覚
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
主
将
が
討
た
れ
て
部
下
が
帰
趨
す
る
所
に
ま
よ
う
様
で
は
、
今
日
の
戦
闘
は
到
底
勝

つ
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
戦
闘
綱
要
草
案
に
示
さ
れ
て
あ
る
次
の
こ
と
は
、
古
今
を
通
じ
て
一
貫
し
て

い
る
。

指
揮
官
は
軍
隊
団
結
の
核
心
に
し
て
、
其
態
度
は
軍
の
志
気
を
緊
持
し
、
且
之
を
振
作
す
る
に
特
に
緊
要
な

る
関
係
を
有
す
る
も
の
と
す
。
故
に
指
揮
官
は
当
時
士
卒
と
苦
楽
を
倶
に
、
し
率
先
躬
行
軍
隊
の
儀
表
と
し

て
、
其
尊
信
を
受
け
、
剣
雷
弾
雨
の
間
に
立
ち
勇
猛
沈
着
に
し
て
部
下
を
し
て
仰
ぎ
て
山
嶽
よ
り
も
重
き
を

成
さ
し
め
る
べ
か
ら
ず
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
完
〕



　
こ
の
「
石
垣
原
の
戦
闘
」
は
別
府
市
立
図
書
館
蔵
の
「
大
分
聯
隊
区
管
内
に
於
け
る
　
郷
土
戦
史
の
研
究
・

第
一
輯
」
　
（
昭
和
二
年
十
一
月
十
五
日
帝
国
在
郷
軍
入
会
大
分
支
部
発
行
）
を
原
本
に
し
た
。

　
な
お
、
本
文
の
旧
仮
名
遣
は
現
代
仮
名
遣
に
な
お
し
た
が
、
引
用
史
料
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
原
文
の
ま

ま
と
し
た
。

　
石
垣
原
合
戦
は
、
郷
土
の
近
世
の
幕
開
け
で
あ
り
、
通
史
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
つ
な
が
る
事
件
で
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
別
府
の
郷
土
史
を
研
究
す
る
も
の
に
と
っ
て
も
っ
と
も
興
味
深
い
素
材
で
あ
る
。
こ
の
合
戦
の
史

料
は
散
在
す
る
が
、
黒
田
や
大
友
の
ど
ち
ら
か
に
立
っ
た
偏
っ
た
も
の
が
お
お
く
、
客
観
的
に
書
か
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
少
な
い
。
こ
の
「
石
塩
原
の
戦
闘
」
は
戦
前
に
作
戦
を
専
門
と
す
る
軍
事
関
係
者
が
編

ん
だ
も
の
で
、
一
応
是
と
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
「
増
補
大
友
興
廃
記
」
を
主
た
る
史
料
と
し

て
い
る
こ
と
に
や
や
不
安
が
残
る
。

　
な
お
、
挿
入
さ
れ
た
図
は
本
書
で
は
赤
・
黒
・
青
の
三
色
刷
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し
て
Ｉ
色
刷
り

の
本
書
に
転
載
し
た
。
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